
フ
ェ

ン
ス

基
礎

(
2
)

連
続

基
礎

L=
16

.
1m

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
（

忍
び

返
し

付
）

H=
1.

2
m

L=
16

.
1m

天
端

補
修

（
2）

L
=1

6
.1

m
A
=3

.5
m2

図面番号縮尺

図面名

事業年度

計画平面図

令和8年度

1:250 ／ 8

工事場所

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事

京都市南区東九条南烏丸町19番地

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

1

工事名

(2)

(1)

メッシュフェンス H=1.8m

L=29.3m

フェンス基礎（1）独立基礎

N=15基

剥落防止工

L=11.5m A=27.8m2

天端補修（1）

（控え壁部）N=14箇所 A=0.9m2

（基礎部） L=29.0m A＝4.1m2

計画平面図 S=1:250

隙
間

塞
ぎ

板

N=
5箇

所

鋼製フェンス復旧
H=1.8m L=2.0m

倉庫移設復旧
A=1.7m2

倉庫移設復旧
A=1.7m2

倉庫移設復旧
A=0.7m2

隙間塞ぎ板

隙間塞ぎ板

隙間塞ぎ板

隙間塞ぎ板

隙間塞ぎ板

(フェンス切回し部)

コンクリート削孔

N=3箇所

フ
ェ

ン
ス

基
礎

(
3)

連
続

基
礎

L
=
12

.9
m

フ
ェ

ン
ス

基
礎

(1
)

独
立

基
礎

N=
7基

土間コンクリート

L=24.2m A=7.3m2

(3)

(4)

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

L
=
16

.1
m

A=
8
.1

m2

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

L
=1

2.
9
m

A
=6

.
5m

2

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
（

忍
び

返
し

付
）

H=
1.

2
m

L=
12

.
9m

土
間

コ
ン

ク
リ

ー
ト

L=
10

.
9m

A
=3

.3
m
2

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

H
=
1.

8m

L
=1

0.
9
m



ブロック塀撤去

H=1200

断面（2）

横断図

図面番号縮尺

図面名

工事場所

工事名

事業年度

京都市南区東九条南烏丸町19番地

横断図

令和8年度

1:25

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

/ 82

断面（1）

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

H
=1

80
0

5
00

180

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H
=
12

00
1
40

0
10

0

S=1:25

（民地側） （学校側）

（民地側）（学校側）

（民地側） （学校側）

（学校側）

現況 計画

現況 計画

1
6
80

100

12
0
0

150

（民地側）

98
5

土間コンクリート

1
00

200 98
5

アスファルト舗装

忍
び

返
し

H
=4

5
3

140

ブロック塀撤去

H=1680

天端補修(1)（基礎部）

天端補修(2)

有刺鉄線撤去

220

フェンス基礎（1）

フェンス基礎（2）

断面（3）

（学校側）

現況 計画

13
00

（民地側）

220

断面（4）

（学校側）

現況 計画

（民地側）

400

3
6
0

6
0
0

アスファルト舗装

（学校側）

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

H=
18

0
0

（民地側）

フェンス基礎（1）

200

5
00

1
00

土間コンクリート

既設基礎

8
50

30(万代塀パネル)

既設基礎

（学校側） （民地側）

180

8
50

既設基礎

有刺鉄線撤去

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H
=1

20
0

忍
び

返
し

H
=4

53
1
2
6
5

フェンス基礎（3）

1
00

400

1
3
0
0

万
代

塀
撤

去

8
5
0
(
3
段

)

万
代

塀
存

置

30(万代塀パネル)

130

130

1
9
0
0

6
0
0

有刺鉄線撤去

1
6
0
0

万
代

塀
撤

去

3
0
0
(
1
段

)

万
代

塀
存

置

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事
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300500



S=1:15メッシュフェンス

3
0

1
77

0

18
00

21
10

1
0

2000 @2000

正面図 側面図

φ50.8X2.3

根
入

れ
長

30
0

※日鉄建材（株）ステラMKフェンス NSTL-180相当品

※色は監督員と協議うえ決定すること

メッシュ

125X50X5X4

フェンス基礎(1)

独立基礎

S=1:15

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

H
=
18

00

50
0

基礎砕石

（民地側） （学校側）

土間コンクリート

1
00

200 50

250

モルタル1:3

1
1
5

※独立基礎の天端高は、既存基礎天端高と合わせることRC-40

A C

DB

図面名

工事場所

工事名

京都市南区東九条南烏丸町19番地

構造図(1)

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

図面番号縮尺

事業年度 令和8年度

図示 / 83

構造図(1)

飾り座金

M8X65
M8X60

M8X25
M8X20

M8X65
M8X60

S=1:4D部詳細図S=1:4C部詳細図S=1:4B部詳細図S=1:4A部詳細図

既設基礎

基礎ブロック
200×200×500

38
5

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事



20
11

8
0

12
0
0

パネル連結部

510

平面図

正面図

パネル連結部断面 支柱部断面

S=1:15目隠しフェンス（忍び返し付）

195

2000195 1610 193

1998 2 1998

3998

195

2000195 1610 193

※日鉄建材（株）ステラMKフェンス MK-180相当品

※色は監督員と協議うえ決定すること

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H
=1

20
0

忍
び

返
し

H=
45

3

438

7
00

20002000

W1 差し筋 SD345 D13W1 差し筋 SD345 D13

10
4
@9

0
3
0 3
8

43
8

（2.8） 38@52.2=1983.6 （2.8）

1989.2

横材φ3.6縦材φ3.6

忍び返し詳細図

180

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H=

1
20

0
14

0
0

RC-40

10
0

50

（民地側）（学校側）

9
85

アスファルト舗装

削孔φ120 L=250

18-8-25BB

忍
び

返
し

H
=
45

3

フェンス基礎(2)

連続基礎

S=1:15

W1 差し筋SD345 D13＠2000

438

A

D

B

C

E

図面名

工事場所

工事名

京都市南区東九条南烏丸町19番地

構造図(2)

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

図面番号縮尺

事業年度 令和8年度

図示 / 84

構造図(2)

20

30 75

27

パネル連結金具

支柱胴縁

固定金具上

15支柱胴縁

固定金具下

16
5
5

斜線部切り込み

M8X85

M8X85

61

30

3
6
±

3.
0

2-M6x10 M6x15M6フックボルト

S=1:4A部詳細図 S=1:4B部詳細図 S=1:4C部詳細図 S=1:4D部詳細図 S=1:4E部詳細図

（上部） （下部）

（既設基礎）

（増打ちコンクリート）

W1 差し筋 SD345 D13

削孔径 φ16

24
0

40

320

S=1:5差し筋詳細図

1
0
0

14
0

削
孔

長
1
1
0

接着系アンカー

2000間隔

※ 連続基礎は 1箇所/10m以下で、

伸縮目地(瀝青質目地板 t=10mm)を設置する。

（基礎部）

側面図

70
0

コンクリート

平面図

220

既設基礎

基礎砕石

4
15

※ 接着系アンカーは、［カプセル型］ARケミカルセッターMU-12同等品とする

支
柱

根
入

れ
長

25
0

フェンス基礎(2) 単位数量 10mあたり

名 称 規 格 単位 数 量

コンクリート

型枠

2.5

m2 14.0

m318-8-25BB

コンクリート削孔

基礎砕石 2.3m2RC-40

差し筋

φ120,L=250

D13×560(SD345)

孔 5

5本

目地材 m2瀝青質目地板(t=10) 0.3

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事

mailto:38@52.2


180

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H=

12
0
0

1
26

5
10

0

50

（民地側）（学校側）

85
0

削孔φ120 L=250

18-8-25BB

忍
び

返
し

H
=4

5
3

フェンス基礎(3)

連続基礎

S=1:15

W1 差し筋SD345 D13＠2000

438

図面名

工事場所

工事名

京都市南区東九条南烏丸町19番地

構造図(3)

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

図面番号縮尺

事業年度 令和8年度

図示 / 85

構造図(3)

6
30

コンクリート

鋼製フェンス復旧 S=1:20

1
80

0

支柱残置

※復旧時、パネルは既設を再利用すること。

天端補修(1)

基礎部

S=1:15

基
礎

部
既

設
ブ

ロ
ッ

ク
塀

140

天端補修(1)

控え壁部

S=1:15

断面図 正面図

モルタル1:3

基
礎

部
既

設
ブ

ロ
ッ

ク
塀

基
礎

部
既

設
ブ

ロ
ッ

ク
塀410 160

t=20mm
モルタル1:3

モルタル1:3

t=20mm

t=20mm

（民地側）（学校側）

モルタル1：3

t=20mm

天端補修(2) S=1:15

基
礎

部
既

設
ブ

ロ
ッ

ク
塀

220

アスファルト舗装

RC-40

既設基礎
基礎砕石

220

4
15

断面図 平面図

S=1:15隙間塞ぎ板

民地側学校側

100～200

目
隠

し
フ

ェ
ン

ス
H=

12
0
0

忍
び

返
し

H=
45

3

民地側既設塀

隙間塞ぎ板

H=1.2m t=3.2

民地側学校側

100～200

目隠しフェンスパネル

目隠しフェンス支柱

□75×75×2.3

※隙間塞ぎ板については、現地の寸法を確認したうえで、必要に応じて加工を行うこと。

民地側既設塀

隙間塞ぎ板

t=3.2

※ 連続基礎は 1箇所/10m以下で、

伸縮目地(瀝青質目地板 t=10mm)を設置する。

フェンス基礎(3) 単位数量 10mあたり

名 称 規 格 単位 数 量

コンクリート

型枠

2.3

m2 12.7

m318-8-25BB

コンクリート削孔

基礎砕石 2.3m2RC-40

差し筋

φ120,L=250

D13×560(SD345)

孔 5

5本

目地材 m2瀝青質目地板(t=10) 0.2

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事



図面名

工事場所

工事名

京都市南区東九条南烏丸町19番地

構造図(4)

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

図面番号縮尺

事業年度 令和8年度

図示 ／ 86

構造図(4)

コンクリート

18-8-25BB

土間コンクリート

基礎砕石

RC-40

20
010
0

1
00

表層：再生密粒度As(13)

アスファルト舗装

S=1:15

路盤：RC-30

14
0

40
1
00

プライムコート

PK-3

舗装構成図

正面図 S=1:20

1
79

0

11500

※「ＯＮＲ工法 はく落防止仕様Ｖ２」工法相当。

※施工前には、穴が空いている箇所、ひび割れについて確認し、

著しい破損がある場合には、補修を行ってから施工するものとする。

既設基礎

剥落防止工

断面図（一般部） S=1:20

ＯＮＲコートＨ (0.50kg/m2)

ＯＮＲシートＨ (1.1m2/m2)

ＯＮＲコートＨ (0.50kg/m2)

一般図 S=free

（コンクリートブロック）

施工方法

１ウォータージェットまたはサンダーケレン

２下塗り（ローラー塗布）

使用材料 ： ＯＮＲプライマーＨ (0.20kg/m2)

３中塗り（コテ塗布）

使用材料 ： ＯＮＲコートＨ (0.50kg/m2)

４補強シート貼付（コテ・ゴムベラ押さえ）

使用材料 ： ＯＮＲシートＨ (1.1m2/m2)

５上塗り（コテ塗布）

使用材料 ： ＯＮＲコートＨ (0.50kg/m2)

（民地側） （学校側）

ＯＮＲプライマーＨ (0.20kg/m2)

使用材料塗布

1
5
8
0

9
0

1
2
0

40

40

使用材料塗布

一般部 ：A=21.5m2(H=1.87m L=11.5m)
控え壁部：A= 6.3m2(H=1.32m L= 0.4m N=6箇所）

1
7
9
0

1
2
0
0

100

1
3
2
0

400

断面図（控え壁部） S=1:20

使用材料塗布

※裏面も同様に塗布

400

300
500

S=1:20フェンス切回し部

独立基礎

メッシュフェンス

1
7
0

1
40

既設基礎

1
7
0

室外機

Co

※ 鋼製フェンス内の土間コンクリートは存置すること。

配管

平面図

a

a'

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

H=
1
80

0

3
0
0

（民地側） （学校側）

140

モルタル1:3

11
5

既設基礎

断面図

（a-a'）

3200

鋼
製

フ
ェ

ン
ス

撤
去

L
=
1
0
0
0

鋼
製

フ
ェ

ン
ス

撤
去

L
=
1
0
0
0

2700

2000 1200コンクリート削孔

φ80

一般部

既設基礎

控え壁

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事



ブ
ロ

ッ
ク

塀
(
2)

撤
去

L
=1

6
.1

m

図面番号縮尺

図面名

事業年度

撤去平面図

令和8年度

1:250 ／ 8

工事場所 京都市南区東九条南烏丸町19番地

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

7

工事名

ブロック塀(1)撤去

L=29.0m

控え壁撤去

N=14箇所

撤去平面図

有
刺

鉄
線

撤
去

(
1)

H
=0

.4
m

L
=1

6.
1
m

鋼製フェンス一時撤去

H=1.8m L=2.0m

S=1:250

土間コンクリート切断（t=100mm)

L=24.2m

土間コンクリート撤去

L=24.2m A=12.1m2 ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

切
断

(
t
=4

0m
m
）

L
=1

6
.1

m

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

撤
去

(
t
=4

0m
m
）

L
=1

6
.1

m
A=

10
.9

m
2

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

撤
去

L
=1

2
.9

m
A=

8.
8m

2

有
刺

鉄
線

撤
去

(2
)

H=
0.

6
m

L=
21

.
9m

万
代

塀
(1

)撤
去

L=
1
2.

9m

土
間

コ
ン

ク
リ

ー
ト

撤
去

L=
10

.
9m

A
=5

.5
m2

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

舗
装

切
断

(
t=

40
mm

）

L=
12

.
9m

土
間

コ
ン

ク
リ

ー
ト

切
断

(t
=
10

0m
m
)

L=
1
0.

9m

万
代

塀
(
2)

撤
去

L
=1

0
.9

m

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事



12
0
0

150

図面番号縮尺

図面名

工事場所

工事名

事業年度

京都市南区東九条南烏丸町19番地

撤去詳細図

令和8年度

1:25

京都市教育委員会事務局教育環境整備室

／ 88

1
5
80

1
0
0

100

16
8
0

1
20

0

400

1
20

0

100

ブロック塀（1）撤去

断面図

ブロック塀（2）撤去

断面図

控え壁撤去

断面図 正面図

撤去詳細図 S=1:25

ブロック塀または万代塀

H

有刺鉄線撤去

H

土間コンクリート撤去

10
0

アスファルト舗装撤去

4
0

鋼製フェンス一時撤去

18
00

支柱存置

※一時撤去したパネルは復旧時に再利用すること。

ブロック塀撤去

H=1680,t=100
ブロック塀撤去
H=1200,t=150

控え壁撤去

H=1200,t=100

無筋コンクリート
アスファルト

万代塀（1）撤去

ブロック塀

または万代塀

万代塀（2）撤去

（学校側）

12
20

（民地側） （学校側） （民地側）

30(万代塀パネル)

150

1
3
0
0

既設基礎存置 既設基礎存置

断面図 正面図

支柱

笠木

30(万代塀パネル)

130

130

1
5
2
0

150

1
6
0
0

支柱

笠木

パネル

パネル

断面図 正面図

170

170

8
0

8
0

既設基礎存置

既設基礎存置

既設基礎存置 既設基礎存置

万代塀撤去

笠木 :H=80 t=170

パネル:H=1220 t=30

支柱 :H=1220 t=130

L=150 N=8箇所

万代塀3段存置

万代塀1段存置

万代塀撤去

笠木 :H=80 t=170

パネル:H=1520 t=30

支柱 :H=1520 t=130

L=150 N=6箇所

撤去数量等

名称 高さH(mm) 参考重量(kg/m)

有刺鉄線（1）

有刺鉄線（2）

1.07

1.78

360

600

500 680

（鉄筋コンクリート） （鉄筋コンクリート）

（無筋コンクリート） （無筋コンクリート）

（無筋コンクリート）

元京都市立東和小学校ブロック塀改修工事


